
23.冷凍および空気調和装置

REFRIGERATIN6SYST⊆M AND AIR COND什lONING EQUIPMENT

23.1冷 凍 機

37年度における冷凍殿,空調機器ならびに空調設備の需安ほ金融

引締めの余波を受け,大幅な飛躍をすることはできなかったが各磯

稽とも確実な伸長を示した｡

ターボ冷凍機ほ小群星のものとLて100t以下には密閉形ターボ

冷凍機の標準化が行なわれ,この分野の空調設肺の需要を十分淋

し,100t以上の大解量のものとして2段の羽択申の各人[1にべー

ソダンパを有する新機種の開発で,容量制御範囲の拡大により広範

用の使用に対応できる態勢が確う‡さjtた｡

36年度より仕込生産された75mm HMC冷凍依は37年度非常に

好評を博し,著しい需要を示した｡さらに今回4気筒を新しく開発

し,また従来使用冷媒ほR-12のみであったが,R-22をも佐川でき

るようにし,小谷最の分野におけるHMC冷凍機の充実が子fなわjt

た｡

パッケージ形エアコンディショナほ空冷式ならびにヒートポンプ

式の新機種の開発を行ない,従来の機種とともに簡易空調機として

の優秀な性能を発揮し,増大する需要にこたえた｡

冷菓,冷凍食品,あるいほ清涼飲料などの普及により,その腱′Jミ

販売用としての冷凍ショーケース,冷蔵ショーケースの需要が増大

し,37年度にほデザインを一段と改良した新製品を製作し,俊秀な

性能と新鮮なるデザインは斯非の注目を浴びた｡

また除湿機,ウォータクーラもデザインを変えるとともに性能を

改善し,好評を博した｡

一方冷凍装閃としてほ石油化学二I二業関係の需要が36年度に引き

続き多かったが,牛如こⅠノPG基地が路地に娃殺されるに伴いその貯

蔵川冷凍装FFモを納入し托口を朝三めた｡ビルの空久も調不川馴f如こおいて

も近代娃築にマッチした設舶を各地のビルに納入し紆.拝を博した｡.

音乙丘吼暖房機ほようやくそのゴミ価が認められ37年虹においては機

種を3機種に増加し,36fr二度を上川る販売を行なった｡,

エレクトリックエアクリーナほパッケージ形エアコンディショナ

に簡単に取り付けられる形を製作し,空気調和用機器としての浦安

を一段と高めた｡

23.1.1 ターボ冷凍枚

37年度のすう勢とLて特記すべきことば,100RT以下の′ト容量

分野への進出があげられ,中′+＼規模のビルの冷暖房,既設ビルの増

築用あるいは部分負荷用などに多く利用されるようになった⊂

一方,大ビルの建築によりターボ冷凍機の個々の冷凍容量ほ大形

大容量化の傾向にあるので,この機種の適用範囲は40RTから

1,000RTと非常に広範囲にわたって利用されている｡

広範囲の利用に伴い形式および寸法の統一,騒音の低下,容量制

御範囲の拡大などを図り,徹底した標準化,性能向上および信板性

に垂ノエがおかれるようになった｡

これらの需要に対応すべく長子Fの研究と豊結な経験を生かし

100RT以下の小容量にはハーメティックターボ冷凍機(HCR形),

100RT以上の大容量にほRF形ターボ冷凍較を開発した｡

特殊式としては空調用で冷却媒体に水を使わずリチエウムタロラ

イドを使用した300RTおよび265RTのヒートポンプターボ冷凍

械の完成がある∩

以下簡榊こHCR形ターボ冷凍棟およびRF形ターボ?てラ凍俄につ

いて説明する｡

第1図 HCR 形 タ ー ボ 冷凍機

(1)HCR形ターボ冷凍機

HCR形ターボ冷祉機は,冷媒としてR-113を佐川し,弟1図

にホすように,小形で一休のまま搬入,据付けが可能で,スイッ

チーつで運転ができる滋新形ハーメティックターボ冷娘機であ

Qn

本校の特長は

(1)圧縮枚と在勤機が密閉されているため,軸封部がなく,

冷媒の漏えい,空気の位入がほとんどない｡

(2)回転数が少なく増速歯申もなく,密閉形であるために運

転が静射で騒音が著しく少ない｡

(3)ェコノマイザの採用,羽根巾およびガス通路に空気力学

t伽こすぐれた形状を採用し,総合効率が出く運転経群がきわめ

て托い｡

(4)1段11と3段1いJ〕放と小入口に心のおのベーソダンパが設

けらjt,泌1■占iか手iむヰ‡-iうことなく広純川の解址制御ができる｡

(5)〕哩転剖よ淋射鞋-i三任技術部の酢格が不必要で,しかも操

作盤にほ二女乍矧～'l二がン訓fiしており,挫作は肝Tilで取り扱いはき

わめてヤ羊揚である｡

(6)圧桁隣,電動依,拙作盤などi･ま,すべて頻発器,号疑桁器

の上に取り付けられておりコンパクトで,かつ小据付面積であ

る√.さらに装f筐全体が一体となってお声),′ト形軽量であるため,

一体あるいは分割搬入のいずれも容易に行なうことができ,基

礎二L事もきわめて簡単である｡

(2)RF形ターボ冷?東機

空気調和装置に使用するターボ冷凍枚の温度仕様は,井水の不

足から,クーリングタワーの使用が一般化し,冷却水入口温度は

30～33℃,冷水出口温度は4～7℃と比較的狭い範囲にはいるよ

うになった｡

日立製作所ほ,これらの温度仕様を満足するとともにターボ冷

凍機の需要の増大に合わせ,圧縮機,蒸発静,凝縮器の形式を統

一し,各機器の寸法を標準化して納期の短縮,価格の低減,品質

の向上,アフターサービスの充実を図り,旧来のターボ冷凍機を

一新したRF形ターボ冷淡機の仕込/ト産にはいった｡RF形ター

ボ冷凍搬は冷媒にR-11を使用し,空気調和を対象として計画し

たものであるが,機景旨の約み介わせを変えることにより工業用に

も止川】できるようになっている｡舞2図にRF形ターボ冷凍機の

一例をホす(.

1【1来のターボ冷凍機に比べ,おもな特徴は

(1)1段口および2段口羽根アド入口に,おのおの可動ベーソ
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第2図 ⅠそF 形 タ
ー ボ 冷凍 椅

ダンパが設けてあるので,高効率で安定した広範l川の群星制御

ができる〔

(2)jモ節機の主軸受,Jギり連衡小さ抑こ 仙‡･j■き∈粁などにほ,王

冠動機と別の電動機で駆動される仙ポンプにより,卦て別紙糾し

起動および運転時に,‖椚なi■田～冊な行なっている(

(3)防振には位J土`･■亡調節形防振ゴムを採Jl‾Jしてあるので,レベ

ル調鰍まきわめて冊rlう･であー),肘付けはベースを防振ゴムの上

に粁亡くだけでよい｡

(4)蒸発器,擬緋ほ旨のパイプほ,巾端ベルマウスになってい

るたが),長子方向どちらにも抜きH_けことができる｡

23.1.2 H仙C冷凍機

HMC冷凍機の需要としては空気調和∫11がその過半数を占めてい

るが,最近その他の川途として乳て矧■六1などの食ハl=二業仙ナのものが

増加している｡

36年度に発表した75mmHMC冷凍機i･ま非常な好評るご博し,各ノノ

面で使用されているが,37年度にほ冷払亡R-22用の75mm HMC冷

凍機を発表してその使用純｢J†1を拡大した∩ さらに6,8気筒の2機

種のみであった75mm HMC冷嫌機ほ,新たに4気絹の75mm

HMC冷凍機の1機種を追加し,また従一米から製作されている115

mInHMC冷凍機も,種々の改了l享を行ない新形のコソデソシソグユ

ニットとして生産を始めた｡以下これらの新機種について概安を説

明する｡

(1)R-22用75mm HMC冷祉機

36年度発表した75mm HMC冷淡機は,使用冷媒がR-12のみ

であったが,37年度にはR-22用75mm HMC冷奴機がン三成し,

冷媒としてR-22も使用するようになった｡このRr22用75mm

HMC冷凍機には,特にヘッドカバーにジャケットを設け,給油

系統にオイルクーラを付属して過熱防_1Lに注意を払い,さらに

R-22用に適した特殊な梢造のシャフトシールを採用して十分に

その性能を発揮できるよう考慮した｡

(2) 4気筒75mm HMC冷凍餓

4気筒75皿m HMC冷凍棟の容一削よ冷房川の場今に15kW,

冷凍,冷蔵用として使用すれば111(Wとなり,容去…二的にほ小形

冷凍機とHMC冷凍機との】Jl]をうめる機種である｡

弟3図にみるとおり,気古;捕己列にほ一列WV形を採用し,特に

小形軽量化を図っている｡

(3)新しい115mln HMC冷凍機のコンデソシソグユニット

最近の娃築設計上の要求から空気調和御f肘｢1の冷凍機は振動絶

縁のた捌こ防振ゴムを使用して据え付けられることが多いが,こ

れに対ん己して,防振ゴムにより一部1tに据え付けられ,しかも防振

効果を高めるためコソデソシソグユニットの設計を変更した｡

弟4図ほこの新しいコソデソシソグユニットである｡防振ゴム

を使用する場合は,簡榊こ擬桁詩上手の朱子rとコンプレッサユニット

とが分離でき,コンプレッサユニットのみを防振ゴムで据え付け

られる｡また,防振ゴムを収り付けても乍体の機㍑詰の一指さが変ら

ないようになっているなど,種々の新考案を採川してある｡

第3阿 4気筒75mm HMC 冷凍機

､ぎ､

節4図 新形コンデンシソグユニ､ソト

23.1.3 小形冷凍横

37年度ほ金融引締めの㍍苧竿カミあり需要の減少が予想さjtたが,小

形冷凍機については予想に反し,特に0.4kW,0.75kWおよび1.5kW

などの小額竜のものの需要が多く,すこぶるおう盛であった｡こjt

に対応するためIロー1矧句上,原伽低減に努め,36年度を40%上トー1る

生産実績をあげた｡

さらに製古山こ1郎占した研究にも努力し,特に稚閉形圧縮機の開拓

を舵進し,新観官tの開発に努めた｡

小形冷凍棟の用途は,空気調和装置のほか,恒温,恒湿装置,食

料l■-占貯蔵用冷蔵席およびショーケース,極低温槽など多方面にわた

っているが,最近でほ,特に-80℃から-120℃という棒供花た領

域への進出が顕著になっていることは見逃せないことである｡すな

わちニラ己冷凍方式ほもとより,冷媒R-13やR-14を使用した二元

冷淡方式による冷凍装瞑が一般的に使用されるようになったことで

ある｡

以下37年度に納入Lたうちの二,三の例について述べる｡

(1)三ノ亡冷凍力式による-120℃の極低温槽

点近,各種の産業において低温の利用研究が盛んに進められて

おり,特に金属材料の低温処現 高分子化学の研究,精液,血措

などの貯蔵に一80℃以下の低温が使用されているが,今回ち削ji事一化

した】120℃の粒状弘棚ほ,高圧側に冷媒R-22の1.11くW小形

冷凍機を,小圧側に冷蛇R-13の1.1kW小形冷凍機を,舵托側に

ほ冷炊R-14を使用した0.75kW小形冷凍機の三元冷凍方式によ

るもので,わが国でほ最初のものであり,各ノブ面の注目を集めて

いる｡

(2) ミクロトーム川クリオスタット

病至tと学の杵翔勺研究は戌んになり,細胞組織科学においては新

鮮な糾織の切ノ;▲を柑ることが必要条件で,このプ了何でも小形冷凍

機は大いに才れ肺をしている〔

ガン研究所ならびに東京医科歯村大学に約入したミクロトーム
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節5岡 二元〉令独ソ7ぺによる一120℃の棒状れL拙

第6図 ミクロトーム用クリオスタット

川クリオスタットは,柑ノ､‖こ,ナイフと抑1舶ほ茨とを低温に保持

して,細胞釦織の切片■をfヒ主るもので,その冷却装挺は,冷媒とし

てR【22を使用した0.75kW小形冷凍蛾であって,槽内氾蛙を

-40℃に保ち,かくはん機によって子訊度分布を均一にしている｡
23.1.4 冷凍轢用配電盤

常閉形ターボ冷視機(HCR)の開発とRF形開放形ターボ冷淡機

の改1二王に即妃二して,制御ノノ式の故山,は作鴨の小形障馴ヒをl宝lっ

た｡おもな特長ほつぎのとおりである〔

(1)少子吊丁川柳J力式ほ,碓氷のnN-OFF式にかえ新たにIjH充さ

れたVB5l-El形を採川して附ii･,称ラ三な無指ホ比例ソナ式とLた(

(2)全口動プア式1‾1】のi鎚fl不言淵仙壬矧仙王,長寿命,保了解易な磁

気増幅器式無援ノ1ミリレーとした丁.

(3)新たに開発Lたマイクロスイ､ソチリレーを用いたほか,す

べての機器を小形化し拭ri礫を腑600,高さ1,600,奥行き400の

きわめてコンパクトなものとLた｢.

第7図ほHCR凡 策8図ほRF川冷淡頗拭作髄てンホす〔

23.2 空気調和用轢器

37咋圧の空気調和川機掛よ,一般iノ仙川lとLて､パ､ソケージ汗雑

調機が既.没ビル,喫茶｢,1てならぴをこ遊技場などに‾拝しく汁及し,さら

に竜王近ほ,別宴心,〕三才子院,柑.王了などのサービス芯にも進=Lて非

常には二範椚な販路を確保したっ

また,二九らパッケージ形空気訊締｢1機川とLて班川する轢叩与形ク

ーリングタワーも,大都市の冷却水不足にエリその性能の位秀さと

あいまって非常な好評を付している｡

これらの一般冷力〃｢Jのほかに,クレーンi臼転三三を始め東川‾小二やバ

スなどの冷房装椚も非常にヲキ及した｡1如こカークーラは口座セドリ

評 論

巧′‡7J‾ズ1梓川【]小紙4持て～-ポ

～てて‡拙恍(lICR)柑n言髄

㌔

窮45巻 節1号

ち了8図 RF形開放椚速2

段クー7ド冷視粍掘†′ト股

､ソクJ〃口として肘′r三しているもので,桝ニロ矧J･'】二とi.■.りくによる暖砧斗笠

【げカミ一汁=できるrしうになっで干ゴり,ソご乍7_〔エ7コンディショナとし

て期非に誇i)うるものである｢

23,2･1/くッケージ形空気調和枚

37年比のノミ､ソナージ形?:ウ気調和機は従来の水?く‡式,空冷式,ヒー

トポンプ式の/､ツケージ形8機種のほかに2棟種,すなオ)ら5.5kW

=プJリつノノ巨冷ノ㌧′1ッケージ形平気凋不l俄,3.75kW‖け7のヒートポン

プ∫しノニッケージJ拶?トス湘不11機;を荊たに加え,什ゲざの充実とぉいまっ

て機構をJ†仙1し,了け場の焚球に応じら才tる態勢モミご･†拝えた｡

(1)水指式パッケージノけニノ仁三毛調和機

木機ほ,1.5l(W肘力のRI)-202を好ざめとして151(W出力のRfし

2002までの6機稗を生産してt･､る｡37年比は柑こ市場性の多い

5･5kW出ノJのRfし752を取りあげて改良設計を行なった｡

またい仙′さ右繋の岬加1と伺‖如こ愉肘もー･段と飛醗したワ三績を示し

沖純･子†ミ:ヤ･香港をほじめとする東南アジヤ地域において,アメ

リカ懲竺〃一に十クj､対抗し,射Jl-■の陸秀さが.認められている｡

(2)ソニ乍冷式パッケージ形空㌫も調和麒

束右亡郁の共満な水不足,地下水のくみ上げ禁止などの水不足問

題が取り上けられ,柑に空冷式パッケージ形空気調和機の必要性

が認湖さ+Lてきた｡36iH如よ,Flj力3.75kWの架冷式パッケージ

形り:ワ㌔も調和機をTIJ旧したが,37年性は,さらに5.5lくWの竺た冷式

パ､リケージ形空;己調和機1ン加‡えて,水不ノ正に悩む地区の冷房機の

懲役を図った√､甘川■は安左した什附こよって.…■設計しているので,

水杓式パッケージ形竺:号ゝ毛調不】り発と剛浅の什能を示し,顧二存から好

節9図 RP-752パッケージ形 a了10図 RP-752A空冷式バッ

エアーコソアイショナ ケージ形エアーコンディショナ
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評を柑ている｡

(3)ヒートポンプノしノ⊥ッケージ升多/た太調和槻

36咋虹は,山プJ5.5kWの750AYliヒートポンプノ(パ､ソケージ

形空気調和機な.㍉-Ul徽ノ亡Lたが,37叶性は,さらにニー･751くWの

ヒートポンプ式バッケーージJけりた㌔も訓糾髄∴1二加えて本附ド川り々:三には

いった｡

この結果,予想以卜の件能が子耶〕′才t,叶丈F)軌′､の付利な托‖創ノブ

械としての特出を呪わした｡

(4)コンソール形?こぅ㌔も訪順l機

ルームクーラとパッケージ形?;ウニも調和俄な机み令わせたq‾プ氾お)

る製Ll石--として,36年檻に引絞いて(卜確を行なった｡この弛も-1く･･土,

理髪店,実字子院などの小部F.吋)榊ノjに適し,非f;丁に好打む円てい

る〔叶如こ抑ボタンスイ､ソチーつでi■乍プ+をTl仁純1ノたりできること,

排㌔拙rr■たが映り付けてある和也は鰍′存の々′一郎ご門ているところで

ある｡

23.2.2 クーリングタワー

ユ淵するビル祉築,そのてンモス仏 工王た王1ざまい､.さ■7二tニッ三の充

択にハ1い,これと不可火な桝1川くの小ノ山よますます探卿州J拙とな

っている｡そのため冷却水糾りこご卜して術拭HかⅠけるたムうのクーリン

グタワーの詣安は_L界の一途なたどっている｡

日立製作所ほこの要望にこたえ,新しい柄愁に兆づく小形,iil∫能

率なクーリソブタワーを広穐F如こ才)たり掛附ヒしている｡これらほ

他社をはるかにしのぐ似秀な肘i巨の肘.1--で,11て【くノ㍉ソケージ形エア

コンデショナ,l-1､1亡冷7山上機な女乍,かつ効架｢如こ)て別泣けるたこ＼7)にな

くてはならぬ鮒-■-.であり,待ノ川iに納入Lて帆沖)5二小字Lている｡

(1)株i■trを形クwリングタワー

ロ立パッケージ形エアニコンディショナに油止けるクーリングタ

ワーとして,RT-752をはじムチ〕としRT-2002まで4磯和がある｡

パ､ソケージ形エアコンディショナ川の･九ならず小形冷淡鶴川と

しても適用できる｡

(2)空気調和川･1--形,大形クーリングタワー

目立HMC冷凍機および日‾､ソニターボ冷凍機用としで標準化Lた

椀種で中形はVM-15(15m3/h)からVM-100(100n13/h)まで11

枚粗 大形ほCW-100,VW-100(100m8/h)からCW-600,VW-

600(600m3/h)まで34機穐がある｡

本ち払1｢,は冷凍機用のふならず各和プロセス川水71細川とL-ても広

範[柑な用途に使川さjtている〔また叶川こな性他を要ラjミさJtる二L二某.m

大容量(大水昌二,出払度エ)の桃造物クーリングタlフーも多数納入

気 調 和 装 置

耶11｢攻I RCR-752

リ
ーモート コソナンサ
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耶12l･宮1RP-752Ⅰ-Ⅰヒ∵トポンプ式

パ､ソケージ形エヤコンディショナ

第13図 標準形ク ーリ
ン グタ ワ ー

して好評を博している｡

23.2.3 クレーン冷房

製鉄所で使用するレードル･クレーンやソーキング･クレーンな

どほう出転宅三の川田払度が40℃以上の高温になるばかりでなく,空気

中のじんあいなど作業環境が非常に悪く,安全衛生上からも問題と

なっている｡このため運転累内を冷房しで快適な作業温度に保っ

て,安食衛生管珊を十分子fなうと同時に,作業能率を向上できるク

レーン冷房装程は必須なものとなっている｡さらにこれらの装置は

節15lズー 三乍調用大形クーリングタワー

節16周 工業用大形→

クーリ ソグタワー

(一 打‡14図 空調什川1形

クーリ ンク∵タワー
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製鉄所のみでなく,鍛造工場,冶金工場,鋳造工場および圧延二L場

のクレ‾ンにほもちろん,屋外の炎天下で使用するクレーンに使用

さjlることが多くなってきた｡

現在これらの用途のためにRAK-502SA形およびRAK-752SA

の2機種を製作しているが,これらほいずれもクレーンに簡削こ取

り付けられるようにクーリングユニットとコンデンシソグユニット

の二つに分離した形式を採用し,簡単な取り付けとともにすぐjtた

冷却能力によりきわめて優秀な成績を収めている｡

23･2･4 カ ーク
ー ラ

37年度ほ36年度に引き続き日産セドリック用としてRAC-302

CDの市販を行なった｡

(1)日産セドリック用エアコンディショナ

木椀は36年度販売した3AC-R形に対して,日動串の充電能力

を増加するように種々くふうがしてある｡すなわちクーラに使用

するファンモータの効率をよくし,消費電力を少なくすると同時

に,レギュレータに新形のレギュレータを採用して低速回転時の

充電能力を大きくしてある｡さらに圧縮機の回転比を増し,クー

ラユニットを一部変更して冷凍効果の増大を図るとともに,運転

開始後の冷却特性を著しくよくした｡その結果37年度のエアコ

ンディショナほきわめて好評裏に市販されている｡

(2)バスク ー ラ

37年度ほ日産デーゼル工業株式会社,日産自動車株式会社,富

士重工業株式会社と協同により,大阪中央交通株式会社,口立電

鉄株式会社などに納入し,好評を博している｡これらはいずjtも

上記各社との打ち合わせにより採用した標準形設計の製品で,あ

らかじめバスボデーに具合よく取り付けられるように製作してあ

る｡

23･2･5 空気調和装置自動制御用機器

空気調和装置の負荷にほ多くの外乱があり,かつ大きいのでその

｢1動制御化は不可欠なものである｡装置の自動制御化のために,そ

れに適した保守取り扱いの容易な専用の機器を完成した｡これには

検出端からの信号で直接に操rF…端を制御する電気式と調節計を含む

すぐれた感度と精度の高い電子管式がある｡

(1)電 気 式

検出端にはバイメタルを使用したVT5｡6形と蒸気圧式のVT5｡5

形室内用温度調節器,毛髪を使用したAP5｡1形室内用湿度調節器,

蒸気圧式のVTllO5形そう入用温度調節器があり,バイメタル,ベ

ローズ,毛髪の周囲温湿度の変化による偏位でON-OFFまたは

比例信号を得ることができる｡

操作端はダンパなどを操作するⅩ-EACl形コントロール･モー

トル,流量制御をするⅩ▼ECV形電動弁,多段ON-OFF制御のた

めのⅩ一CMS形ステップ･コントローラがある｡これらの基本要

素でもあるコントロール･モートルの構造は密閉した減速歯車戟

構とトランジスタ化した増幅形平衡リレーをもつ保守の困難な場

所での長時間の連続運転に適したものである｡

(2)電子管式

温度調節はサーミスタを用いたC59形室内用温度発信器,Cll｡形

そう入用温度発信器,VBal-E形電子管式調節およびコントロー

ル･モートルによって行なわれる｡調節計はすべてトランジスタ

化してあり,リレーにはプラグイン･タイプを使うなど保守取扱

い上の十分な配慮がなされている｡

湿度調節は塩化リチウム測湿板を備えたAP5｡3形室内用湿度発

信器をVB51¶E形電子管式調節計と組み合わせて行なう｡塩化リ

チウムの電気伝導度が周開の相対湿度によって決定されることを

利用した測艶板ほ保守の必要のない感度の高いものである｡

このほか種々の補助蹴器が電気式用とともに用意されている｡

三△-
白河 第45巻 第1号

第17図 VTll｡5形そう入用温度調節言1

第19図 VB31-E形

電一千管式調節計

熟
第
2
0
囲

AP503宅内用湿度発

信器川塩化チリウム測湿板

第18図 Ⅹ一ECV形

電動弁

第21岡 VB5l-E形

電子管式調節計

23.3 冷凍枚応用製品

37年度の冷凍機応用製品の成果は,アイスクリームなどの冷凍菓

やインスタント食品として最近クローズアップされた冷凍食品展示

販売用の冷凍ショーケースおよび清涼飲料などのびん類貯蔵販売用

ならびに冷却用の冷蔵ショーケースとボトルクーラなどの熟馴こお

いて最も著しいものがあった｡

すなわち従来のアイスクリームストッカに代わるものとして,

RC-852L,RC-1102Lが展示効果のすぐjlた新しい設計と優秀な性

能の新製品として業界の好評を博した｡また従来のRC-110A中温

ショーケースをさらに小形化し前面および上部を完全に透視できる

ようにして,販売の最盛時間には上部ガラス引戸をオープソにして

使用可能なる構造を採用したRC-1102Mショーケースほ小形展示

販売用冷蔵ショーケースとしてその特異なデザインとともに業界の

注目のまととなった｡さらにスカット,コカコーラなどのびん冷却

機としてのRB-1102形ボトルクーラは,この種びんクーラの将来性

のある新製品となった｡

わが国で最初に開発した除湿機も外観,デザインとも一新し,

RD-1252形除湿棟として,従来形よりさらに,ノーオーバフロー

装罷,運転表示ランプ,押ボタンによる前面操作,運搬可能な自在

串輪などの幾多の新しい機能を備えた製品として市販された｡

RW-1252形ウォータクーラは,外観,性能ともに改良を加えい

っそう増加した需要に対して生産し,特にアルゼンチン国鉄納特別

急行用のウォータクーラは特殊な耐振構造をもったウォータクーラ

として完成し,昭和37年8月下旬横浜より船積出荷された｡

23.3.】ショーケース,ストッカー

(1)RC-1102L,RC-852L形冷凍ショーケース

この2楼種ほ従来のアイスクリームストリカーに代わるものと
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第22図 RC-1102L形冷凍ショーケース 第23図 RC-1802L形冷凍ショーケース 第24図 RC-1102M形冷蔵ショーケース

して日立製作所が初めて市販した小形の冷凍ショーケースである

が,従来小形冷凍ショーケースで一日J題となる展示効果,取り扱い,

性能の点に特に留意して設計したものである｡すなわち従来品の

透視窓柄造はドアに透視窓を取り付けたものが大部分であった

が,本機においては透視窓とドアとを分離し,透視窓は前方に傾

斜して取り付け,ドアは後部に取付ける梢追を採川した｡この特

殊な梢造の採用により次のような多くの特長をもつようになっ

子ニ｡

(1)透祝窓とドアとが分離しているた捌こ透視窓の大きさ,

位掛まドアに関係なく白rl-1に設計でき,十分なる大きさと最も

透視しやすい位置を決定することができた｡

(2)ドアに透視窓が付いているものでは構造上中央部に窓わ

くがくるため中央部において透視窓が切断される欠点を右する

が,この冷凍ショーケースにはこの欠点がなく透視しやすい｡

(3)ドアは後方で開閉できるため客が正面で透視していても

その視野を妨げず商品の出しいれができる｡

(4)透視窓は蒸発器に比較的近く取り付けられているが,ll■盲†

起さjtているため蒸発器の上部の空気が動くことほほとんどな

く,そのため蒸発器上部の冷却酪力が安定している｡

(5)只(i明灯ほ透視窓上部に取り付けてあるので,正面スライ

ド照明とともに内部の灯明も行なうことができ,商占i-1の展示を

より一偶引きたたせることができた｡なニ書棚現明灯のスイッチに

は新形の押ボタンスイッチを照明灯ケースに取り付けたので山

減操作が容一弘である｡

(6)冷凍ショーケースでアイスクリームを販売する場合には

サジ出し入れを必要とするが,このものでは取りほずし可能の

大形のサジいれを庫内に取り付けた｡このサブいれはサジの取

りだしに便利な形状でしかも庫内に取り付けてあるので,取扱

上ならびに衛生上きわめて好都合である｡

(7)ドアほ冷凍ショーケースの後部に上下開閉式にして取り

付けたが,このドアの構造ほ従来のアイスクリームストッカの

特長をそのままもっている｡すなわちドアの開閉が容易でしめ

忘れがなく,バッキソグ付近にすきまがないので外部よりごみ

の侵入する恐れがなく衛生的であるが,さらにドアの位置が蒸

発器より離れた高い所にあるためドアを開閉しても庫内の冷た

い空気を動かすことが少なく,冷却能力が安定している｡

(8)従来アイスクリームストッカの睡内温度ほ-20℃で一

定であったが,使用上躇内温度を可変にした方が便利なことが

多いので,-15℃より一25℃の間で変えることができるよう

新しい温度調節器を開発して採川した∩

(2)RC-1BO2L形冷凍ショーケース

2冷凍サイクルを使用した殺も壕華な大形冷凍ショーケース

で,従来のNC-180B形に大幅な改良を加えて新機種として市販

したものでその特長は次のとおりである｡

(1)2冷凍サイクル方式を採用し左右いずれの貯蔵庫も任意

に運転できるようにしてあるので,商品が少ない場合および除

霜時に片方の貯蔵庫の運転を止めることができて便利である｡

(2)蒸発器の冷媒の通路を大幅に改良し,冷却能力の増大を

図ったので煙l勺温度を-20±2℃にすることができた｡しかも

圧縮機用電動椀をキャパシタ起動方式にしたので消費電力量ほ

かえって減少した｡

(3)ランプケースの上部に大形のカウンタテーブルを設け,

商品の陳列またほ包装などのサービスの便を図った｡このカウ

ソタテーブルは表面にヒッターライトを使用し,周囲にアルミ

エッジを取り付けた美麗で耐久性のあるものでデザインをいっ

そう引きたてるものである｡なおカウンタテーブルはランプケ

ースに2個のちょうつがいによって取り付けられているので,

ランプの交換など電気部品のサービスやスライドの取り付けに

きわめて便利である｡

(4)ガラス引戸に開閉の際の蛇行防止用のガイドローラを取

り付け,開閉拙作の円謂イヒを図った｡すなわちガラス引)‾ゴの下

面のほかに前方側面にも2個のローラを取り付け,この二つの

面でローラがレールに沿って動くようにした｡このため開閉操

作が容易になるとともに,ローラによってガラス引戸と化粧わ

くの間隔を極力小さくすることができ,これとガラス引ぃが当

たる部分のクッションの形状を改良することにより内部への異

物の偵入を少なくした｡

(5)ガラス引戸凍結防止ヒータは夏季外気温の高い時には通

電の必要がないのでスイッチを新設,ランプケースの背面にラ

ンプスイッチ,冷凍機スイッチとともに取り付け,取り扱いの

便を図った｡

(3)RC-1102M形冷蔵ショーケース

牛乳,ビール,その他の清涼飲料を始めバター,チーズなどの

冷蔵販売ショーケースとして設計したもので,従来のショーケー

スを全面的に改良しデザイソ,展示効果,性能ともに面目を一新

したものである｡特に前面および上部を完全に透視できるように

してセミオープソショーケースとしても使用できるようにし,白

色のキャビネットにライトグリーンの前板と化粧わくのシルバー

の線を配したきわめて新しいデザインとなっている｡その特長と

しては

(1)前面透視窓と上部透明引戸により庫内の透視が容易であ

るとともに,上部透明引戸をはずしてオープソショーケースと

しても使用できる梢造としたので,販売の能率を向上すること

ができる｡な二日引戸にほ特殊な強化ガラスを使用したので破折

する恐れはなく安心して取り扱うことができる〔

(2)特殊な形状の′くイブ併用アルミニウムロールポンドシー
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トの蒸発器を採川したので韓内温度の改#とともにパイプへの

均一な着霜により嫉示効児をいっそう高めることができた｡

(3)上部の照明灯は前而iのスライド肘明を行なうとともに｢勺

部の照明もできる位臣如こ取り付けらJtているので,夜間は貯戚

品を引きたて展示効火を向上させる｡

(4)只(i明灯の後部には広し､テーブルカウンタをi射て掛-.-.の

陳列,またほ包装などの似を図ったが,さらにこの両側にはグ

リーンの化粧板を取り付けてデザインを引きたてた｡テーブル

カウンタほ鋼掛こ合成梓川旨倣を合板にしたもので表而平滑芙露

で長期の使用に耐えるものである｡

(5)棚網は種々の商品の貯蔵を考え分割取りはずし可能とし

た｡このため寸法の異なる商品も一緒に貯蔵ができる｡

(6)ショーケース全体の寸法のとりかたを合理的にしたので

内容掛こ比較してきわめて小さい据付両群となった｡

23.3.2 ウオータクーラ

36年度販売のNJ-125形に対して37年皮製品のRW】1252P形

でほ,主として取り扱い,使札ヒの問題と内部機構の改善を娼ノ1仙

に実施した｡おもなる改善点は‾F記のとおりである｡

(1)足ぶみペダルの幅をいっぱいに広くしてふみやすくした｡

(2)排水管(プレクーラと兼用)の形状を変え,排水が円糾に

流れて爽雑物が詰りにくい梢造とした｡

(3)開閉弁と水圧が射ヒした場合に水量を一定に保持する流二;止

調整弁とを一体構造のものとした｡

(4)吐出水ノズルの噴水角度を手前に寄せて,利用者が飲.友や

すくした｡

(5)蒸発器は2枚のステンレス鋼板を縫合溶接して特殊の冷奴

通路を作ることにより冷力の増加を図った｡

(6)温度調節器を従来の固定調整のものから,4～12℃の馴11

で任意に水温を変えられる可変式としたはか,氾度調節岩旨の感紫§

筒の位置を従来の冷媒配管部から蒸発器のタンク内部に移し,山

接水温により作動させるようにした｡

このはかアルゼンチン匝l鉄納巾両横我用ウォー_タクーラ(形式

RW-1252A)を製作した｡これほ上記標準品に対し,各恥こ_如才走

行に伴う耐振動対策を施し,操作もペダルの代わりに押ボタンを川

いたほか,供給水圧が低いため特別の考慮を払った設計を採用し

た｡

23.3.3 ボトルクーラ

近年措むjく飲料などのびん類の冷ムロ販売の需要が増加し,その一環言

として,37年度においてびん一丁…汝飲料水冷却用の術環水桝ルEの

ボトルクーラを拳法作した｡この緒環水冷却式ほ空知細】式と上･は

晋

甘

第25同 RW-1252形

ウオータクーラ

節26何 RB-1102BJ汐ポト′しクーラ
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リ,びんの桝叩速比が速く,かつ披冷却びんの水槽内の場所による

氾比の不均一が胤ナらjLる利山を有している｡収容可能のびん本数

ほ96木であり,びん伽た捕t平均3℃まで到達後は氾虻調節器によっ

てl-1馴如こ拙転仙卜な練り返すようになっている｡また旺純機にほ

125Wの1三矧ユ肘ラを‖h､,揚油i･i掛よプロペラファンによる強制通帆

?糾‾j∫(である｡その他木機の付出は下記のとおりである亡｡

(1)全体の十航出としては,冷凍サイクノしけヨ係いっさいを概附し

たベース部と,ぴんを収容する水槽などを納めたキャビネットの

部分とがプ亡全に一部i如こ分離できるようになっているので,サービ

スおよび保ノ了点検に便利である｡

(2)蒸発汗旨ほステンレス鋼駁撃望の冷却水タンクの内部に銅パイ

プを二重に巻き込んであり,また温度調節器が氷緋防+卜兼用とな

ってこお【),感熱約を直接タンク1勺部冷却水に接触せしめる構造と

なっている｡

(3)水槽にぴんをいJtる際,じんあいなどの只物も同時に付着

して術環水をこ掟入する恐れもあるので,水矧+叶1捌ストレーナの

ほかに,水槽Jノ州ナ沖化排水川のドレーンを術えている｡

(4)_卜1､7f二のふたほびんの取り出し,補充時の外部からの熱影響

を少な`二するた～ノ),三つ折り左右開き式とし,さらに水槽内部泊

如のl芸:ミなどのたが〕にふた乍体としても本体から持ち上げれば,何

州こ収りはずせるようになっている｡

(5)仰端箋水rロボソプは流星13J/hの強ノJなもので,長時間の連

続う皆伝が■トー†能である｡

(6)桝州こタンクや軋矧勺部の乍気を■itく外語馴こ追いだすため

の三吉1毛抜きパイプを備えている｡

(7)什械ん∫lとして,せんぬき(本体キャビネットに固定)およ

びこに冠うけ(本体キ+.ナビネットより前月朴-J能)などを備えている

ので,りご川販売面でセガ利である｡

23.3.4 除 i農 機

従一別了駁していたHD-125形はl劫ノっでは数少ない除湿機メーカ製

】■‖--のなかでも,Iムく好評を得てきたが37年度においてほさらに改良

1･州1え,擢転11kリ扱いの便と外観の美化を周り,下記の特色をイナす

るものとLた二.

(1)除湿された水の自:直によって自動的に電源を切り運転を停

‥二するノーオーバフロー装ほを設けたので,水があふれることが

なくなった｡

(2)三三Jノっ土気の盲■‡桝ヒと,!ノこ個機器のよごれ防止のための,着

脱水枕可能なエアフィルタを付けた｡

(3)逆転表示ランプおよびテ捌(iこよる述松帆卜去示ランプなそ

れぞ′子し本附i了†血に似り付けたので,運転状態が一目でわかるよう

になった｡

(4)スイッチはすべて抑ボタン式とし,拙作む乍羊易にした｡

耶27J_対Ⅰ〈r)-1252形
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(5)運搬,移動をこ傾利なように自

在車輪を4佃比部に付けた｡

(6)産業川の三人ならず店f‾i三用とし

ても調和する,恒美･新しい意匠を

採用した｢

(7)顧丁客の希月旦によってほ湿度調

整ノーjのヒューミディスタットも桜紙

し佐川できる端Jlを.㌻貨けた｢､

(8)除湿された水をためる水受ゼ羊

器のハソド′しを,ひきだしやすい構

造に改J‡しノた〔

以卜拝所にJ如■ヱろJ加えたRD-1252形

除湿機は外税および機胤厄においてガ亡

来の除湿状態維抑を口｢l勺とする各種産



冷 凍 お よ び 空 気 調 和 装 置 201

第28図 ゼネラルガス株式会社納ⅠノPG低圧貯蔵装置

業面での使用からさらに一歩進んで,快適な1州状態を生みだすた

めの空気調和機の一喋としてぎ1之度のl‡1占いわがl如こおいてほ,特に今

後大いに需要の伸びが糊付さJtる｡

23.4 冷凍および空気調和装置

23.4.1冷;東 装 置

37年度における冷凍装iだの帆｢りほ,36年度に引き続き石油化学工

業関係のものが大部分を占めており,-40℃以‾Fの越低～占正装;g亡が多

かった｡特記すべきことは,最近のプロパン,ブタンの需要増大に

伴い,高圧,またほ低圧プわ℃によるLPGの多量貯蔵の要求が多く

なり,この面における開発の緒を閃いたことである｡37年度に完成

をみた装置のうち,代表的なものは次のとおりである｡

LPG低圧貯蔵装置として,ゼネラル瓦斯株式会社に納入したプ

ロパン,ブタンの各5,000t貯蔵装琵(第28図)は,iっが国技初の

ものである｡大容量のLPGを貯蔵するた捌こほ,高拝貯蔵方式で

はタンクの肉厚が厚くなるため,低r-E貯蔵力式にして大容量LPG

をタンクに貯蔵する方式が用いられているり 紙圧貯蔵の場′介,貯蔵

タンク内の圧力はいずれも0.04kg/cnl:,払度ほブロノぺンが-42℃,

ブタソが0℃の液化状態にある｡木装F酌も 貯蔵タンク内を低圧,

低温に保持するための心臓部であるため,タンクl勺の徴圧調整なら

びに低温用材料などに考慮が払われている｡

LPG高圧貯蔵装置として,日通油化ガス株式会社に納入した装

置(弟29図)ほ,タンク車,またはタンクローリで運ばれてきた高

圧プロパン液を圧力約10kg/cm2で,プロパン圧縦機により30t

X2基の球形高虻貯蔵タンクむこ移送L,さらに貯放しているプロパ

ン液をプロパンポンプによ一-,て′卜し】一才子汗:‡(101くgボンベ)に充てんし

て市販する一連の装i托である〔本装flr′rたほブロノベン液の受入,払出

に,プロパン圧縮機,プロ/ミンボンブのいずれでヰ)拙作できるr な

お高圧液化ガスのため,撹作刀法のケ‡馴ヒな【て=)あらゆる面の安全

表示を行なっている〔

環境試験装置として,口産1′l勅小株式会什池沢1二期に納入したエ

ンジン試験装置(弟30図)ほ温度-30､30℃,掛‾空80′､30プgRH

(15℃以上において)の広範囲の試験を子_ナないうるヰ)ので,加熱,冷

却,加湿および減湿の4つの装r托から隅成されている｡木装柑ま低

温から高温まで変化する上に,封i速度も変化するので,1丈験室は椚

造,材質上十分な江志が払われている｡また低払L時における.むし験

三も 冷却コイル表面の水練を防止するために,脱湿器む併用Lて効

果をあげている｡

23.4.2 空気調和装置

37年度ほビル建築規制の影響で空気調和装置を主体とするビル付

第29同 日通液化ガス株式会社納プロパン高圧貯蔵装置
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第30囲 日産日動車株式会社(迫浜工場)納エンジン試験

用環境試験装琵

窮31｢丈l柊 楽 園 ポ ーリ
ン グ 会 館

帯設肺関係ほ一Il加1勺に仲滞したが,箇機棟械の総合メーカとしての

利屯を生かしでf旨に近代娃築にマッチした,適切な企何で低コスト,

甜1瀧な装置をモットーとするR立製作所のビル付帯設肺実続(空

気調札 衛生,電気設備)が足がかりとなり,37年度の空気調和装

椚の受盲′‾1三実続ほきわ誕)て帖調な伸びを示した｡

37咋度受杵,納入した空気調和装荷のおもなるものはビル関係で

は日石本館(東京),後楽園ボーリング会館(東京),千葉ステーショ

-201-
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ソビル(千葉),科学技術館(東京),白雲楼ホテル(金沢)など,また

工場関係では日本レイヨソ株式全社宇治工場空気調和装i托を36年

度に引き続き納入した｡

23.5 暖 房 横 器

23.5.1 日立温風暖房機

最近,灯油価格の低減につれて,油だきR立温風暖房機ほ,ます

ます脚光を浴びてきている｡すなわち36fF度より本格的に販売し

たPS-30形およびPS-45形が全国各地で好評を博しすぐれた実績

を収めたことによって,日立温風暖房機の真価が,ようやく各方面

に徹底するに至った｡

そこで,37年度ほ,市場の要望に応じて,PS-30形およびPS-45

形を種々改良したPT-30形およびPT-45形の2機種を量産販売し

たほか,小形汎用新棟種として,PT-20形を開発した｡

PT-30,PT-45形の2枚種は,全日勅運転方式による強制式熱交

換形油だき温風暖房機で,外観および性能ともに,従来の一般市場

品の概念を改め,エアコンディショナなみの高級化を図ったもので

あり,国内温風暖房機の最先端を行くものである〔

この2機種は,パッケージタイプとしてあり,ダクト接続もでき

るほか暖房,加湿,換気,除じんおよび夏期送風運転などの広汎な

空調機能と国内最高の熱効率を有している｡

PT-20形は,独特なロータリ ウォールフレーム オイルバーナを

備えた簡易油だき温風暖房枚で,着火ほ自動方式にしてあり,熱効

率も一般大形品よりすぐれ,しかも小形で運転静粛のため,小部屋

用とし好適なものである｡

これら日立温風暖房機ほ,運転経韓,設備費,暖房効果ともに,

従来の蒸気,温水および電気暖房方式に比してすぐれ,運転も静粛

であることなどのため,工場,事務所はもちろんのこと,一般事務

室,銀行,商柄,劇吸 ホテル,喫茶店などに採用されている｡

特に寒冷地でほ,暖房負荷が大となる関係上 熱容量が大きく,

しかも運転経費が格安となる目丁と温風暖房機は,合理的暖房設備と

して大いに関心を集めている｡

23.る エレクトリックエアクリーナ

空気調和(エアコンディショニング)はじんあい対策なしには考

えられず冷房･暖房と同等に除じんが重安な問題として取り上げら

れている｡

第32図 PT-45形日立温風暖房機

除じんに使用するフィルタとしては各種のものが市販されている

が,電気式空気清浄装符(ェアクリーナ)のすぐれた性能が広く認

識され,空調にはエアクリーナが必要欠くべからざるものとして考

えられるようになってきた｡

37年度はフアンを組み込んだVCF形エアクリーナなどの汎用品

がレストラン,劇場,娯楽場など従来使用されていなかった需要先

に進出し,効果が認められていることが特筆される｡新製品として

ほパッケージ形エアコンディショナRP-1502,RP-2002と直結でき

るHBP形エアクリーナが完成し,冷房機と手軽に組み合わせて使

用したいという市場の要望にこたえた｡また大容量の風量を処理す

るHA形もビル用とLてだけでほなく精密工業の生産設備として広

く利用さカ1るようになってきた｡

23.る.1H8P形エアクリーナ

日立パッケージ形エアコンディショナの巾で主として⊥業用に使

用される大形機種RP-1502,RP-2002と,それぞれ直結できるエア

クリーナHBP-160,HBP-230を完成した｡本装置はエアクリーナ

を冷暖房機と手軽に組み合わせて使用したいという市場の要望にこ

たえた殻初の執7-である｡

従来エアコンディショナにエアクリーナを組み合わせる場合,

HB形を使用していたが,両者の吸込口形状が全く異なっているた

め,結合するダクトが不自然な形状となり外観,工事費,据付け面

桁などの点で採用されにくい状況であった｡

HBP形は従来のHB形の奥行きをさらに小形化したもので,エア

コンディショナのフィルタボックスを取りはずせば,その取付け孔

を利用して簡利こ直結され,しかも電気的に両者が完全に連動でき

るようにして,エアコンディショナとの併用を容易にした｡

性能はHBP-160の場合,処理風量160m3/minで85%以上,

HBP-230は230m3/minで80%以上の高い集じん効率が得られる

もので,事務所,生産二l二場,レストラン,娯楽場などの空調設備と

して広く利用されることが期待できる｡

23.占.2 HÅ形エアクリーナ

HA形エアクリーナは265m3/min以上の風量を処理する大容量

の装fF亡であるが,トヨタ自動株式会社に.HA-GGOおよびHA-

GLO,そのほか2台を納入した｡HA-GGOは6,000m3/min,HA-

GIノ0は10,000m3/minの風量を85%以上の集じん効率で処理する

ものであるが,いずれもわが国最初の記録品で,それぞれ5mx6

m,5mxlOmの装置寸法を有する大規模なものである｡

装置はHA-GLOを例にとると隼じんユニット数は84個となる

が,保′1二･点検ほ6～9個単位で行なう｡また描集じんあいの処理も

4本の洗浄管により,順送り洗浄が可能になるようにして操作およ

び取り扱かいの容易化を因ってある｡

妙〆きブ

第33囲 HBP-160形エアクリ

ーナ
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第34図 HBP-160形エアクリーナと

RP-1502 パッケージ形エアコンディ

ショナとの結介




